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| 再開後の遵守事項
再開後には、次の事項を遵守するよう
徹底する。
ア 作業従事者が食鳥処理施設に立ち入
る場合には、専用の作業服、靴、帽子、
手袋等を使用すること。
イ 車両の出入り時の消毒を徹底するこ
と。
ウ 家きんの搬入は農場ごとに行い、運
搬車両は複数の農場に立ち寄らないこ
と。
エ 移動制限区域内の農場から家きんを
搬入する場合には、搬入時に食鳥処理
場内に他の農場から搬入する車両が存
在しないよう調整するとともに、当該
家きんを搬入する前後に生体受入場所
を消毒すること。
オ 移動制限区域内の農場から家きんを
搬入する場合には、その日の最後に搬
入し、搬入したその日のうちに食鳥処
理をすること。
カ 搬入した家きんについて、食鳥処理
の事業の規制及び食鳥検査に関する法
律（平成２年法律第70号）に基づき、
食鳥処理をすることが不適当と判断さ
れた場合には、農場には戻さず、速や
かに処分すること。
キ 出荷カゴ等は、原則として農場ごと
の専用とし、使用前後に消毒するとと
もに、野鳥等と接触するおそれのない
場所で保管すること。
ク 搬入した家きんは、農場ごとに区分
管理すること。
ケ 家きん及び製品の搬出入に関する記
録を作成し、保存すること。

] ＧＰセンターの再開
{ 再開の要件
次の要件のいずれにも該当する移動制
限区域内のＧＰセンターは、動物衛生課
と協議の上、事業を再開することができ
る。
ア 車両消毒設備が整備されているこ
と。

イ 原卵と製品が接触しない構造になっ
ていること。
ウ 野鳥等の侵入を防止する構造となっ
ており、又は防止する措置を講じてい
ること。
エ 定期的に清掃・消毒をしているこ
と。
オ 衛生管理マニュアルが適切に定めら
れており、かつ、実際に従業員が当該
マニュアルに従って業務を行っている
こと。
カ |の事項を遵守する体制が整備され
ていること。

| 再開後の遵守事項
再開後には、次の事項を遵守するよう
徹底する。
ア 車両の出入り時の消毒を徹底するこ
と。
イ 家きん卵の収集は農場ごとに行い、
運搬車両は複数の農場には立ち寄らな
いこと。
ウ ＧＰセンターの関係者が当該ＧＰセ
ンターに立ち入る場合には、専用の作
業服、靴、帽子、手袋等を使用するこ
と。
エ トレー等は、原則として農場ごとの
専用とし、使用前後に消毒するととも
に、野鳥等と接触するおそれのない場
所で保管すること。
オ 搬入した家きん卵は、農場ごとに区
分管理すること。
カ 家きん卵の搬出入に関する記録を作
成し、保存すること。

^ ふ卵場の再開
{ 再開の要件
次の要件のいずれにも該当する移動制
限区域内のふ卵場は、動物衛生課と協議
の上、事業を再開することができる。
ア 車両消毒設備が整備されているこ
と。
イ 貯卵室、ふ卵室、ふ化室、ひな処理
室等は、衛生的に区分された状態で設
置され、ロットが異なる種卵及びひな
が接触しない構造であること。

ウ 貯卵室、ふ卵室、ふ化室、ひな処理
室等は、野鳥等の侵入を防止する構造
となっており、又は防止する措置を講
じていること。
エ 定期的に清掃・消毒をしているこ
と。
オ 衛生管理マニュアルが適切に定めら
れており、かつ、実際に従業員が当該
マニュアルに従って業務を行っている
こと。
カ |の事項を遵守する体制が整備され
ていること。

| 再開後の遵守事項
再開後には、次の事項を遵守するよう
徹底する。
ア 第９の５の^又は_により出荷が認
められるまで、ひなを出荷しないこと。
イ 車両の出入り時の消毒を徹底するこ
と。
ウ ふ卵場の関係者が作業場に立ち入る
場合には、専用の作業服、靴、帽子、
手袋等を使用すること。
エ ハッチャー等の器具は、使用前後に
消毒すること。
オ コンテナ、トレー等は、使用前後に
消毒するとともに、害虫、野鳥等と接
触するおそれのない場所で保管するこ
と。
カ ロットが異なる種卵及びひなが接触
しないようにすること。
キ 搬入する種卵は、入卵時及びふ卵中

に少なくとも１回ホルマリン燻
くん

蒸等に
より消毒すること。
ク ひなの出荷は、農場ごとに行うこと。
ケ ふ卵に伴う残存物等（卵殻、発育停
止卵、死ごもり卵、綿毛、胎便等）は、
焼却又は消毒後廃棄等により、適切に
処理すること。
コ 種卵及びひなの搬出入に関する記録
を作成し、保存すること。

_ 都道府県は、\から^までの規定に基づ
き事業を再開した施設において、遵守事項
が遵守されていないことを確認した場合に
は、当該施設における事業の実施を再度禁
止する。

第11 消毒ポイントの設置（法第28条の２）
１ 都道府県は、本病の発生の確認後速やかに、
市町村、管轄の警察署、道路管理者等の協力
を得て、発生農場周辺の感染拡大を防止する
こと並びに移動制限区域の外側及び搬出制限
区域の外側への感染拡大を防止することに重
点を置き、消毒ポイントを設置する。
２ 具体的な消毒ポイントの設置場所について
は、次の事情を考慮し、発生農場周辺（当該
農場からおおむね半径１キロメートルの範囲
内）、移動制限区域及び搬出制限区域の境界
その他の場所を選定する。また、移動制限区
域の拡大、縮小等に合わせ、その都度、設置
場所を見直す。
\ 道路網の状況
] 一般車両の通行量
^ 畜産関係車両の通行量
_ 山・河川等による地域の区分
３ 消毒ポイントの設置に当たっては、車両等
によるウイルスの拡散防止が徹底できるよ
う、畜産関係車両や防疫作業車両のみならず、
必要に応じて一般車両も効率的かつ確実に消
毒されるよう、消毒設備の構造等を工夫する。
特に、畜産関係車両や防疫作業関係車両に
ついては、消毒ポイントを通行するよう指導
し、運転手や車両内部を含め、厳重な消毒を
徹底する。

第12 ウイルスの浸潤状況の確認
１ 疫学調査
\ 調査の実施方法
都道府県は、患畜又は疑似患畜の判定後、
速やかに、病性判定日から少なくとも21日
間（低病原性鳥インフルエンザにあっては、
180日間）遡った期間を対象として、発生
農場における家きん、人（獣医師、農場指
導員、キャッチャー等家きんに接触する者、
地方公共団体職員等）及び車両（集卵車、
飼料運搬車両、死亡鳥回収車両、堆肥運搬
車両等）の出入りに関する疫学情報を収集
し、ウイルスに汚染したおそれのある家き
んに関する調査を実施し、極力短期間で完
了させる。
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